
複合性フェロモンによるキャベツ鱗翅目害虫の防除

市川耕治＊・飯田史生＊＊・深谷雅博＊

摘要：アブラナ科野菜の害虫であるオオタバコガ、ハスモンヨトウ、シロイチモジヨトウ、

ヨトウガ、タマナギンウワバ、コナガを対象に、30 ha のキャベツ栽培ほ場に複合性フェ

ロモン剤を処理し、交信かく乱による防除効果について検討した。

フェロモントラップによる各害虫の成虫誘殺数は、フェロモン処理区では無処理区に比

べて低い密度で推移し、高い交信かく乱効果が認められた。また、フェロモン処理区にお

ける害虫の交尾率は無処理区に比べて非常に低く、高い交尾阻害効果が認められた。さら

に、フェロモン処理区でのキャベツ葉上の各害虫幼虫数は無処理区に比べ少なく推移し、

幼虫密度低減効果が認められ、被害も少なかった。また、フェロモン処理をすることによ

り、農薬の散布回数を慣行の半分程度に削減できることが判明した。

キーワード：オオタバコガ、ハスモンヨトウ、シロイチモジヨトウ、ヨトウガ、タマナギ

ンウワバ、コナガ、キャベツ、複合性フェロモン、交信かく乱、交尾阻害

Control of lepidopterous pests of cabbage
by a combined sex pheromone
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Abstract： The effect of the application of a combined sex pheromone as a
communication disturbace to the cabbage field of 30 ha was examined for cole vegetable
pests Helicoverpa armigera, Spodoptera litura, S. exigua, Mamestra brassicae,
Autographa nigrisigna, Plutella xylostella. The adults caught by pheromone traps and
the larvae on the cabbage leaves were found in lower numbers in pheromone-treated
areas than in untreated areas. Moreover, the copulation rate was considerably lower in
pheromone-treated areas than in untreated areas. These facts indicate the significant
disturbance of the mating communication and the possible reduction of half the normal
frequency of the agrichemical application by the use of the combined sex pheromone.
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緒 言

愛知県におけるキャベツ栽培は、2000年の調査で作付

面積4,360 ha 、出荷量188,700 t 、生産額165億円で全

国第１位を占めており、主要な作物のひとつになってい

る。

そのキャベツにおいて、害虫の発生は大きな問題であ

り、特にコナガは以前から難防除害虫として被害をもた

らしてきた。それに加えて、近年、オオタバコガ、ハス

モンヨトウ、シロイチモジヨトウ等の大型鱗翅目害虫の

発生が多くなってきている。これらの害虫は大型のため

食害量も多く、効果の高い殺虫剤が少ない上に、キャベ

ツの結球期には内部に潜り込んで食害するため殺虫剤が

かかりにくいことから、現地では防除に苦慮している。

キャベツの栽培管理で農薬散布に係る作業は大きな割

合を占めており、以前から減農薬栽培が叫ばれている。

このような中、キャベツではコナガの性フェロモンによ

る交信かく乱剤の利用が進められており、また他作物に

おいてもオオタバコガ、ハスモンヨトウ、シロイチモジ

ヨトウの性フェロモン剤による防除が行われるようにな

っている 。しかし、これらのフェロモン剤は１害虫4,5)

のみを対象にした成分しか含まれていないので、他の害

虫が発生した場合は、殺虫剤を使用しなければならなく

なる。一方果樹類では複合性フェロモン剤の開発が進み、

既に商品化されており、ナシ、モモ、リンゴ等では１剤

で５～６種の害虫の交信かく乱による防除が可能となっ

ている 。1,3)

野菜においても、複数の性フェロモン成分を混合した

剤の開発が信越化学工業（株）により進められている。

今回、オオタバコガ、ハスモンヨトウ、シロイチモジヨ

トウ、ヨトウガ、タマナギンウワバ、コナガの６害虫の

性フェロモン成分を混合した複合性フェロモン剤の防除

効果について検討したので報告する。

材料及び方法

試験は愛知県渥美郡田原町大字東神戸、六連、神戸に

わたる露地ほ場で実施した。供試作物はキャベツ（品種

は輝風、改良秋よし等）を用いオオタバコガ、ハスモン

ヨトウ、シロイチモジヨトウ、ヨトウガ、タマナギンウ

ワバ、コナガの６鱗翅目害虫を対象として、複合性フェ

ロモンによる交信かく乱効果について検討した。区制及

び面積は①フェロモン＋慣行散布区30 ha（１か所）、

②フェロモン＋減農薬区（慣行散布の1/2回散布）1.5 a

（１か所）、③フェロモン区0.5 a（２か所）、④慣行

散布区10 a～50 a（５か所）、⑤無散布区0.5 a（２か

所）の５処理区を設けた。なお、慣行散布区と無散布区

はフェロモン処理区から１～２ km 離れた場所に設けた。

供試フェロモン剤はダイアモルア・リトルア・ビートア

ーミルア剤（商品名：コンフューザーＶ、成分：Z－１

１－ヘキサデセナール、Z－１１－ヘキサデセニル＝ア

セタート、Ｚ－９－ヘキサデセナール、（Ｚ）１１－ヘ

キサデセン－１－オール、（Ｚ，Ｅ）－９，１２－テト

ラデカジエル＝アセタート）を用いた。フェロモンディ
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図１ 複合性フェロモン剤による防除害虫
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スペンサーは2001年９月５日に、10 a 当たり100本(デ

ィスペンサーを４本結束したため25か所）の割合で設置

した。設置方法は、ディスペンサー４本をグラスファイ

バー製のポール（ダンポールＲ・マル35ブルー：宇部日

東化成（株））の先端に生分解プラスチックのクリップ

（マルチクリップ君：協和化工（株））を用いて２か所

で結束した。ポールの長さは70 cm とした(土壌差込部

20 cm を含む)（図２）。

キャベツの植付けが８月下旬から10月上旬にわたった

ため、９月５日に植付け済みのほ場は10 a 当たり25か

所の割合で設置し、植付け前のほ場はその周囲の農作業

に支障のない場所にできる限り広げて仮設置した。その

後９月14日、18日、25日、10月５日の４回にわたりキャ

ベツの植え付けられたほ場から順次ディスペンサーを設

置した。ディスペンサーの設置割合は９月５日で20％、

14日で50％、18日で60％、25日で80％となり、10月５日

には100％に達し設置を完了した。

１ 交信かく乱効果(フェロモントラップによる成虫誘

殺調査）

成虫の雄と雌の交信かく乱効果を確認するためにフェ

ロモントラップによる成虫誘殺数を調査した。ディスペ

ンサー設置７日前の８月28日に、６害虫のフェロモント

ラップを１組として、フェロモン処理区７か所と無処理

区５か所の合計12か所に設置した。フェロモントラップ

はコナガ（SEトラップ）、ハスモンヨトウ（ファネルト

ラップ）、タマナギンウワバ（ウワバ用コーントラッ

プ）、ヨトウガ（SEトラップ）、シロイチモジヨトウ

（SEトラップ）、オオタバコガ（SEトラップ）の順に５

m 間隔で１列に設置した（図４）。誘殺数調査は９～

11月は10日間隔、12～１月は15日間隔で実施しフェロモ

ンのルアーは１か月間隔で取り替えた。

２ 交尾阻害効果（つなぎ雌法による交尾率調査）

交尾阻害効果を確認するためにヨトウガ、タマナギン

ウワバを除く４害虫に対して、つなぎ雌法（処女雌の前

翅を糸で結び逃げないように支柱に固定し、夕方フェロ

モン処理区及び無処理区のキャベツ葉上にそれぞれつな

ぎ雌を設置し、翌朝回収してその交尾状況を把握する：

図３）により交尾率を算出した。調査はオオタバコガは

９月17～18日、ハスモンヨトウは９月20～21日、コナガ

は10月10～11日、シロイチモジヨトウは10月23～24日に

実施した。

３ 密度抑制効果（キャベツ葉上の生息幼虫調査）

フェロモントラップ設置場所の隣接ほ場において、フ

ェロモン処理区では慣行散布ほ場（６か所）、減農薬ほ

場（１か所）、無散布ほ場（２か所）、無処理区では慣

行散布ほ場（５か所）、無散布ほ場（２か所）で６害虫

の生息幼虫数をキャベツ100株について見取りで調査し

た。調査は９～11月は10日間隔で、12～１月は15日間隔

で実施した。
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図２ フェロモンディスペンサーの設置 図３ ハスモンヨトウのつなぎ雌
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表１ つなぎ雌法による交尾率

処理区 オオタバコガ ハスモンヨトウ シロイチモジヨトウ コナガ

フェロモン処理区 設置数 38 50 20 52

回収数 26 50 20 44

交尾数 3 1 0 0

未交尾数 23 49 20 44

交尾率(％) 11.5 2.0 0.0 0.0

無処理区 設置数 39 53 23 59

回収数 28 53 22 55

交尾数 20 45 7 13

未交尾数 8 8 15 42

交尾率(％) 71.4 84.9 31.8 23.6

市川・飯田・深谷：複合性フェロモンによるキャベツ鱗翅目害虫の防除

図５ フェロモントラップによる各害虫の誘殺数
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表２ キャベツの被害調査

フェロモン処理区 無処理区
被害程度

慣行散布 減農薬 無散布 慣行散布 無散布

０：被害なし 78 78 58 72 4

１：外葉がわずかに食害 2 2 15 6 16

２：外葉が広く食害 0 0 7 2 24

３：結球部にも食害 0 0 0 0 36

調査株数 80 80 80 80 80

被害度 0.8 0.8 12.1 4.2 71.7

被害株率(％) 2.5 2.5 27.5 10.0 95.0

注 減農薬：慣行散布の１／２回散布

愛知県農業総合試験場研究報告第34号

図６ キャベツ葉上における各害虫の生息幼虫数
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４ 被害軽減効果（被害調査）

幼虫調査ほ場において６害虫の食害によるキャベツの

被害調査を各ほ場80株について実施した。調査は10月25

日に行い被害程度は４段階（０：被害なし、１：外葉が

わずかに食害、２：外葉が広く食害、３：結球部にも食

害）に区別し、被害度及び被害株率を算出した。

試験結果

１ フェロモントラップによる成虫誘殺数（10日当た

り）

オオタバコガ：トラップ設置時から多くの誘殺がみら

れ、無処理区では11月中旬まで70頭以上で推移した。フ

ェロモン処理区でも誘殺数は比較的多く、11月上旬まで

無処理区の40～70％に当たる30～60頭で推移した。

ハスモンヨトウ：無処理区では９月中旬～10月中旬に

かけて誘殺のピークを迎え、誘殺の多いトラップでは誘

殺数は450頭に達した。それに比べフェロモン処理区で

は１頭前後の低い誘殺数で推移した。

シロイチモジヨトウ：トラップ設置時から多くの誘殺

がみられ、無処理区では10月中旬まで50～80頭で推移し

たがその後は減少した。それに比べフェロモン処理区で

は処理10日後に誘殺はみられたものの、処理20日後以降

はほとんど誘殺されなかった。

ヨトウガ：トラップ設置時には誘殺されなかったが、

無処理区で９月中旬から誘殺され始め９月下旬に18頭の

ピークを迎えた。それに比べて、フェロモン処理区では

全く誘殺されなかった。

タマナギンウワバ：無処理区では、トラップ設置時か

らはっきりとした発生のピークはみられず、だらだらと

した誘殺が12月まで続いた。９月中旬～12月中旬までの

誘殺数の平均を比較すると、無処理区の5.2頭に対して、

フェロモン処理区では0.2頭と低くなった。

コナガ：他の害虫よりも発生のピークが遅く、無処理

区では11月中下旬に34頭のピークを迎えた。それに比べ

フェロモン処理区では１頭以下の低い誘殺数で推移した

（図５）。

オオタバコガの効果はやや低かったものの交信かく乱

効果が認められ、それ以外の５害虫に対しては高い交信

かく乱効果が認められた。

２ つなぎ雌法による交尾率

オオタバコガ：つなぎ雌による調査はディスペンサー

仮設置12日後の９月17～18日であり、ディスペンサー設

置50％の時期であった。交尾率は無処理区の71.4％に対

してフェロモン処理区は11.5％と低かった。なお、回収

率が低かった理由として、つなぎ雌設置時につなぎ糸が

長く雌成虫が地表に接触しハサミムシに捕食される場面

が確認された。

ハスモンヨトウ：無処理区の交尾率は84.9％と非常に

高く、それに対してフェロモン処理区では2.0％と低く

なった。

シロイチモジヨトウ：無処理区の交尾率は31.8％であ

ったのに対して、フェロモン処理区では交尾が確認され

なかった。

コナガ：無処理区の交尾率は23.6％であったのに対し

て、フェロモン処理区では交尾が確認されなかった（表

１）。

ヨトウガとタマナギンウワバについては、つなぎ雌は

実施できなかったが、オオタバコガ、ハスモンヨトウ、

シロイチモジヨトウ、コナガの４害虫については高い交

尾阻害効果が認められた。

３ キャベツ葉上の生息幼虫数

フェロモン処理区、無処理区ともに、農薬の慣行散布

を実施しているほ場ではオオタバコガ幼虫の発生がわず

かにみられただけで、それ以外の５害虫幼虫の発生はほ

とんどなかった。そこで、フェロモン処理区と無処理区

のそれぞれの無散布ほ場における６害虫の生息幼虫数を

比較した。その結果、オオタバコガのフェロモン処理区

の幼虫数は10月上中旬以降に無処理区より少なく推移し

た。オオタバコガ以外の５害虫に対しては、無処理区よ

りフェロモン処理区の幼虫数は明らかに少なく推移した

（図６）。

オオタバコガの効果はやや低かったものの密度抑制効

果が認められ、それ以外の５害虫に対しては高い密度抑

制効果が認められた。

４ 被害調査

フェロモン処理区と無処理区の各無散布ほ場でキャベ

ツの被害程度を比較すると、フェロモン処理区の方が無

処理区よりキャベツの被害度及び被害株率が明らかに低

くなった。無処理区の無散布ほ場では被害度は71.7、被

害株率は95％にまで達し食害は結球部まで及んでいた。

また、フェロモン処理区において慣行散布ほ場（殺虫剤

５回散布）と減農薬ほ場（殺虫剤３回散布）のキャベツ

の被害度及び被害株率は変わらなかった（表２）。

フェロモン剤を処理することによりキャベツの害虫に

よる被害が軽減され、殺虫剤散布回数も削減できること

が判明した。

考 察

渥美半島の中間に位置し比較的風の強い（９～10月の

平均風速3.7 m s ）田原町において30 ha に及ぶ大規模-1

面積への複合性フェロモン処理による野菜鱗翅目害虫６

種の防除効果について検討した結果、良好な結果が得ら

れた。

性フェロモンを処理することにより雄と雌の交信がか

く乱され、処理前にフェロモントラップに誘殺されてい

た雄成虫の数は極端に減少した。特にヨトウガでは処理

時から調査終了の１月11日まで、フェロモントラップに

１頭も誘殺されなかった。その後もつなぎ雌による交尾

阻害効果、キャベツ葉上での密度抑制効果、被害軽減効

果の全てが確認された。本試験では、オオタバコガの防

除効果が他の５害虫に比べてやや低かった。製造メーカ

ーの信越化学工業（株）ではその点について、オオタバ

コガの性フェロモン成分の絶対量不足やディスペンサー

表面のベタツキによるフェロモン放出量の低下などを挙

市川・飯田・深谷：複合性フェロモンによるキャベツ鱗翅目害虫の防除
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げている。その後、オオタバコガの防除効果が高くなる

ようにディスペンサーの改良や酸化防止剤などの安定剤

の改良を進めているとの情報がある。

キャベツ栽培では１作で通常５～６回の薬剤散布を実

施している。その上、１回の散布で２～３種類の薬剤を

混用したり、オオタバコガやハスモンヨトウなどに対し

て防除効果の高い薬剤の連続散布も時には行われている。

同一薬剤を連用することにより、薬剤抵抗性を発達させ

効果の減退を招き病害虫の防除を困難にしている。薬剤

抵抗性の発達を回避させるためには、１剤１作１回の使

用にとどめ、薬剤の使用を制限する必要がある 。そ２）

のためにも、薬剤散布以外の防除方法である性フェロモ

ン剤の利用は大いに有効である。本試験では、複合性フ

ェロモンを９月上旬に１回処理することにより、６害虫

の成幼虫の密度を長期にわたって大幅に減少させ、薬剤

の散布回数も慣行散布の半数程度まで減少させることが

可能であることが示唆された。

今回、試験終了時に性フェロモン剤を使用した75農家

にアンケート調査を実施した結果、「性フェロモン剤の

利用に期待することは何ですか」の問いに、「農薬散布

回数の減少」と回答した人が57％と多く減農薬に対する

関心の高さがうかがわれた。実際に殺虫剤の散布回数を

聞いてみると、性フェロモン利用時には未使用時に比べ

平均で1.5回分（性フェロモン未使用時4.5回→使用時３

回）減少している。

一般的に殺虫剤の場合は、幅広く害虫に効果があるが、

フェロモン剤の場合は含有成分に作用する害虫（本試験

では６害虫）のみに効果がある。近年、秋冬キャベツ栽

培では植付け直後にハイマダラノメイガの幼虫による被

害が多くなっている。本試験においても、ハイマダラノ

メイガの発生が多く、性フェロモン剤で効果がある６害

虫以外の害虫の発生がみられる場合は、その発生状況を

よく把握して薬剤等で防除しなければならない。また、

害虫の発生状況をよく観察することにより、適期防除が

出来、不必要な薬剤散布をとどめることも出来ることか

ら減農薬栽培につながる。

また、フェロモンディスペンサーを支柱に取り付ける

際に使用したクリップは、生分解性であり土壌中に落ち

ても分解して土に帰るので取り除かなくてもよく、環境

に優しい資材である。一部のディスペンサーでは、生分

解性の資材を使用して商品化をしているが、今後、この

ようなディスペンサーが増えてくれば、使用後の処理も

簡便になる。

今後、環境保全型農業が推進される中、フェロモン剤

の利用は大いに有効であり、アブラナ科野菜害虫の基幹

防除剤になっていくことが期待される。
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